
本日のプログラム 戦略計画 担当例会

第2730地区都城北RC週報

1 会長の時間｜木脇 桂太郎 会長

クラブ会長テーマ 幸せのインパクト さあ一歩前へ
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例会報告回第2779令和8年10月13日（火）

都城北ロータリークラブ
会長：木脇 桂太郎
幹事：小玉　 将臣

2 幹事報告｜小玉 将臣 幹事 4 本日のプログラム
有村茂樹ガバナー公式訪問
担当例会　事業報告
SAA担当例会　資料作成：宮里　潤

■内　　容
・2026-27年度テーマを初め、
ロータリーの重要な情報を提供していただく。
・クラブの現状・運営について意見を交換し、
クラブ会員とガバナーの交流を深める。

■詳　　細
【タイムスケジュール】　　
【例　会】
進行：宮里 潤SAA
・12：25～　ガバナー入場　
・12：30～　点鐘　木脇　桂太郎会長　
・12：40～　ビジター並びにゲストの紹介
　　　　　　 会長の時間　木脇　桂太郎会長
　　　　　　 幹事報告　　小玉　将臣幹事
　　　　　　 出席報告　　出席委員会
　　　　　　 委員会報告　報告委員会
・13：00～13：20「ガバナーアドレス」有村 茂樹G
・13：30～13：45 【記念写真撮影】
　　　
【クラブフォーラム】
司会進行：木脇　桂太郎会長 
・13：45～14：20
テーマ「会員が辞めないクラブづくり」
有村茂樹ガバナーとのフリートーク形式

▲ 2026-27年度　国際ロータリー第2730地区
有村 茂樹 ガバナー（鹿児島東RC）

【質疑応答】
・14：20　　ガバナー講評　有村　茂樹　ガバナー
・14：25～　謝辞　　　瀬尾　典史　会長エレクト
・14：28～　ニコニコ報告　　　SAA　
・14：30　　点　鐘　　木脇　桂太郎　会長

3 出席報告

43名
28名
15名

65.12%

●会員数
●出席会員数
●欠席数

●出席率

（届有）石橋、磯貝、榎木(祐)、白井、園田、
竹内、谷村、東、吉原、黒木(興)

（届無）水久保、田ノ上、東迫、油井、松山　 

●前回修正出席率
●前々回修正出席率

10月  6日：88.37%
  9月29日：86.05%

（出席免除者1名）

例会の
状　況

LINE～
黒木(洋)、橋詰、田ノ上

東、松山、田ノ上、水久保、油井 ⑤

●9/29

●10/6

東、松山、山口、白井、水久保、
油井⑥ 

●9/29

ＭＵ有
会 員

ＭＵ要

ＭＵ無

・点鐘
・合唱：我らの生業

・ゲスト：2026-27年度 国際ロータリー第2730地区 有村 茂樹ガバナー（鹿児島東RC） 
2026-27年度 宮崎県西部グループ 井上 五之 ガバナー補佐（小林RC）
地区幹事 中川 大作 様（鹿児島東RC） 

・ビジター：
・オブザーバー：

都城北ロータリー６０周年記念式典・懇親会改めましてお
疲れ様でした。有村ガバナー・井上ガバナー補佐・戸高ガ
バナーノミニーにもご参加頂きましてありがとうございま
した。先日は、運動公園に４つのテストの石碑を設置する
ことができました。ありがとうございました。11月1日には、
祝吉御所の案内設置になりますので、引き続き皆様のご参
加よろしくお願い致します。
皆様、自分の居場所は確認できたでしょうか。「何のために
ロータリーに入会しているのか」貴重な時間とお金を使っ
て、「誰のために活動しているのだろうか」と考えさせられ
ました。と会長方針で自分自身に問いかけました。今回の
６０周年記念式典、祝賀会では、さまざまなことを考える
時間となりました。６０周年という歴史をまた次世代に繋
いでいく大義と、自分がこのクラブでの自分の役目を確認
しながら活動していかなければならない。有村ガバナーが
言われる「自分の居場所」という意味だと思いました。そし
て、「ロータリーはあなたが最も必要とするときに静かに、
愛情を持ってそばにいてくれるのです」そして「つながりと
奉仕、居場所を求めているなら、ロータリーがその答えに
なるでしょう」とご挨拶されています。改めてロータリーの
意義を考えました。そんなに難しく考えなくてもいいので
はないかと言われるかもしれませんが、私は、大切なこと
だと思います。
地区の最優先事項は会員増強ですが、そこを説得できな
ければ会員増強は難しいとお思います。そのためにも自分
のクラブでの居場所がありますと自信もって言えるように、

本日も有村ガバナーロータリー歴３７年の経験からたくさ
んのことを学び、出でて奉仕したいと思います。そして何よ
り11月27日の２７３０地区大会は皆さんで盛り上げていき
たいと思います。たくさんの参加協力よろしくお願い致し
ます。

地区 他クラブ 他団体 報告

クラブ報告

①10月　ロータリーレート　157円

① 都城物語　上映会のご案内
　 10/22（木）18：00 ムジカホール 回覧

●有村ガバナー事務所

●島津発祥まつり実行委員会

・13：30まで 例会
・記念写真撮影 13：30～13：45
・クラブフォーラム 13：45～14：20

・例会後13：30～ 11月定例理事会　例会場

●本日 10/13（火）ガバナー公式訪問

●来週 10/20（火） 通常例会 指名委員会公示

●再来週 10/27（火）→11/1（日）
　60周年記念事業へ例会変更

●11月例会予定表は後日送信します。

※例会時に配布された資料は各自必ずお持ち帰りください。

理事会報告



5 SAA報告

ニコニコBOX
井上 　五之 ガバナー補佐

木脇 桂太郎

米山記念奨学会
橋詰 和弘

宮里　 潤

新川 宏人

島田 耕司

有村ガバナー、井上補佐 お忙しいところ
おこし頂きありがとうございました。

有村G、井上G補佐、中川地区幹
本日はありがとうございました。

有村ガバナー、井上補佐補佐
中川地区幹事 本日はお越しいただき
ありがとうございました。

教育振興基金
真方 誠也 有村ガバナー

本日はありがとうございました。

ロータリー財団
新原 　崇弘

中村 　崇志 有村ガバナーをはじめ
地区 役員の皆様、例会参加ありがとうございます

有村ガバナー、井上ガバナー補佐、中川地区幹事、
本日御参加ありがとうございました。

● 10/27（火）

● 10/20（火）

● 10/13（火）場所：ロイヤルホテル2F／時間 12：15～14：30

● 10/  6（火）場所：ロイヤルホテル3F／時間 12：00～13：30
例会事業名：SAA担当『60周年記念碑除幕式と記念碑清掃』
通常例会 12：00～13：35／除幕式・記念撮影 12：50～13：30
清掃作業 13：00～13：30

例会事業名：SAA担当『有村ガバナー公式訪問』
会員集合時間 12：15／記念撮影 13：30～13：45
クラブフォーラム 13：45～14：20（メークアップになります）

場所：ロイヤルホテル3F／時間 12：00～13：30
例会事業名：戦略計画 担当『戦略計画 担当例会』

例会日変更※11/1（日）に60周年記念事業の為例会変更とします。
※別途案内します。

前回累計額 今　回 累計額 備　考
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ニ コ ニ コ B O X

ロータリー財団

米山記念奨学会

教 育 振 興 基 金

ポ リ オ プ ラ ス

周 年 事 業
※ロータリー財団：［年間目標額］会員1名：$100　※米山記念奨学会［年間目標額］会員1名：10,000円

10月の例会予定表 経済と地域社会の発展・米山

2026-27年度　国際ロータリー第2730地区　有村 茂樹 ガバナー（鹿児島東RC）

この度、西本幸則直前ガバナーの後を受けて2026-27年度の国際
ロータリー第2730地区のガバナーに就任いたしました鹿児島東RCの
有村茂樹でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
さて、私はガバナーになるため昨年の9月と11月にGELSを受講し最後
に今年の1月、アメリカフロリダ州のオーランドで開催された国際協議
会に参加させていただきました。そこでRI会長エレクトに就任されたナ
イジェリア　トランス・アマディ・ロータリークラブのオラインカ・ハ
キーム・ババロラ氏よりのメッセージとして「CREATE LASTING 
IMPACT」「持続可能なインパクトを生み出そう」と、発表されました。
ロータリーの活動が「成果」だけでなく「持続可能なインパクト」を生み
出すことの重要性を強調されました。世界、地域社会、そして自分自身
の内面における変化を同時に実現することが、今後のロータリーの成
長と信頼につながるという明確なビジョンが示されました。
また会員増強と包摂の重要性についても語られました。RI理事会で
2030年までにロータリアン125万人という目標が出されました。目標
達成にはすべてのクラブと地区における「迎え入れる姿勢」が不可欠で
あると述べられました。年齢、背景、考え方の違いを尊重し、多様性を受
け入れることが、ロータリーの未来を切り拓くカギであると。
そして成果からインパクトへ、従来の数値的成果（会員数、募金額、事業
規模）を重視しつつも、過去の自分たちを超えることを目標に掲げ「グッ
ドからベター、そしてベストへ」という成長の姿勢を持ち続ける必要性
が示されました。成果は出発点であり、真に価値あるものは永続するイ
ンパクトです。
昨年度のRI会長のメッセージは「UNITE FOR GOOD」。今年度は
「CREATE LASTING IMPACT」表現は違っても、これは別々のメッ
セージではないと思います。むしろ「同じ方向を向いた連続したメッ
セージ」と捉えるべきだと思います。UNITEは目的でなく手段です。力
を合わせることで、より大きな「良いこと」を行い、その成果を「未来に
残る価値」へと昇華させていく。その到達点がIMPACTではないでしょ
うか。つながりが信頼を生み、歓迎の姿勢が参加を生み、行動が変化を
生むのです。ロータリーの価値は、そこで生まれる「持続可能なインパ
クト」にあるのでしょう。インカ会長エレクトの発信はまさにその一点
に集約されていると感じました。
地区活動計画と目標
インカ会長のメッセージ「持続可能なインパクトを生み出そう」です。し

かしインカ会長はこう問われています。「自分自身の中に持続可能な変
化をどう生み出しているのだろう」。ロータリーが自分自身をどう変えた
かについて、私たちはあまり考えないということです。このインパクトを
世界のほかの地域でも再現できれば、地域社会から信頼と評価を得る
ことができます。
�青少年活動に力を入れます。インターアクト、RYLA、青少年交換な
ど。
�ローターアクトの活性化。会員減少を食い止め、ローターアクター自
身が危機感を持って会員増強を進めていく。
�会員増強、退会防止、拡大を図る。
・会員増強と退会防止は両輪
新たな会員を増やすことと、退会を防ぐことは別の問題ではありませ
ん。この二つは同時に取り組むべき問題です。
私の地区メッセージは「会員の繋がりと奉仕、そしてクラブに居場所が
ありますか」です。クラブ奉仕を正しく理解し、例会に出席してよかった
と会員の誰もが思う例会、新入会員に疎外感を感じさせない工夫や配
慮、飲食を伴う懇親会、楽しさや帰属意識は、最も強い退会防止ではな
いでしょうか。
・拡大はぜひ曽於地区に一つ新クラブを作りましょう。人数が15名どう
しても集まらないときは宮崎県西部グループのクラブがスポンサーク
ラブとなり8名の衛星クラブでスタートしても良いのではと思っており
ます。それと是非1グループに1か所衛星クラブを立ち上げてください。
�R財団寄付では年次寄付ゼロクラブをなくす。地区補助金の申請を
する。ポリオ根絶のための寄付金とポリオデーイベントの実施。ポリオ
プラスソサエティの普及。ロータリーカードの普及（ロータリーカード利
用額の中からカード会社がポリオプラスへの寄付をする仕組みになっ
ています）。
年次寄付の一人当たりの寄付額は34地区の中でビリから2番目（昨年
度）で一人当たり＄78です。目標は一人当たり$150です。

最後に私からのメッセージです。先に述べましたが私の地区メッセージ
は「会員の繋がりと奉仕、そしてクラブに居場所がありますか」です。会
員増強・退会防止にはクラブの活性化が不可欠です。「例会に出席して
よかった！楽しかった！」と言える1年にしましょう。

公式訪問　ガバナーアドレス


